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Abstract  
  Gotoba-no-in established the Wakadokoro and set about compiling the Shin-Kokin Wakashū in full scale. 
Kennin Gannen Hachigatsu Jūgoya Senka-awase was held at the Wakadokoro shortly after its establishment. 
  Thirteen works from the contest were later included in the Shin-Kokin Wakashū.  This paper interprets 
each poem in the contest carefully to understand the Shin-Kokin Wakashū and its era. 
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影」と続くと、波の上一面に月光の美しく煌めく風景が浮かぶ。 「かよふ」の主体は「潮風」であるから「月影（を）通ふ」の意。月影の映じる金波銀波の上を風が通うことを、直接に月影を通うと感覚的に表現した。 「潮風 は通常、 「波 上」 恣に通うのだが、 「秋 」潮風は「月影」を通うのだなあ、というのである。○菅原や伏見の里
歌枕「伏見」は、山城国、大和国
の両方にあるが、











ゐて」との対照から発想されている。 「伏見の里も 「も」は 「伏すという名を持つ「伏見の里」であっても、の意であ 。








でいる。 「月に起きゐて」は月の明 さ、美しさ 寝ないで起きてすわって、の意。冬支度のために、砧
で衣を打つ、寂しい女性の夜なべ仕事
である。 「なり」は音が聞こえる意を表す伝聞推定の助動詞。 「秋の夜は」は、月の美しい秋の夜を取り上げ 他の季節の夜は伏見の里だから伏
、
しているとし も、ということを暗示する。 「月におきゐて の措辞からは、秋の夜 、男を思慕する女 心情はやや後退して、月 美しさが前面に感じられる。【補説】左勝の理由は判詞にないが、番歌が「伏見の 名をはじ
32

















































































上に秋が霜を置く、というのである。すでに置いている霜 、月 光である。月を霜に見立てることは常套で、 「月の霜」 （後撰集二一四）という語もある。 「沖津風」に「置く」を言い掛けている。 「おきつ風」は沖から吹いてくる風。風 激しさを感じさせる。○
吹あげの月の有明の空
三句「おきつ風」は四句の地名「吹あげ」に
対して「吹き上げ」の意で掛かっ ゆくか 風が月を吹き上げ と詠む例は、後の歌であるが、
秋風に波より出でて澄む月を雲なき空に吹上の浜 （壬二集二五〇一）

























が早い例であり、 「紀の国や」の項で挙げた「月ぞすむ」歌のように千鳥が登場する歌も詠じられていた。番歌は、掛詞を駆使 つつ、 「吹
34
















































































































































































































「夜ともみえず」で あまりに秋の夜の月が明るいので、今が夜だとは思われない の意。一句に意味を重層させているが、ねらいは明快で巧みである。【補説】俊成の判は持であった。右 小侍従の歌は新勅撰集に後に入ことからも秀歌であると思われ
が、俊成は自分の歌を負にはしないで







言われる必然性 見当た からであ 二類本 全体としてはよく意味がと ないが、 「又
〳〵
」の部分を「たまたま」とする。 「時折、






































なかめし（彰 ・内・伊・神一・宮一・鳳 宮二・桑・宮三・名） 、いつか詠せし（神二・青）○かゝるなとより所なきにはあらねと―明石の波かゝる月なと り所なきにはあらねとも（彰二・内 伊 神一） 、あかしのなみかと疑月なところ所なきにはあらねとも（神二・青） 、石の浪かゝる月なとより所なきにはあらねと（ ） 、あかしの波かゝるなとより所なきにはわらねと
( 高）○
こと浦にすむめつらしくおかし
とて持と定申―ことうらにすむめつらしとて勝と定申（彰 内 伊神一・神二・青・名） 、こ 浦にすむめつらしとて持 定申 宮一 鳳・宮二・桑・宮三）【他出】新古今集秋上四〇〇（ 「八月十五夜和歌所歌合に、海
39
辺秋月といふことを」 ） ・時代不同歌合五〇・六華集七八二 題林愚抄四一五九（第五句「月はみずとも」 ） ・女房三十六人歌合三四 歌枕名寄三五三四
明日香井和歌集一〇七四（ 「撰定歌合同十五夜海辺秋月」第五
40













































































































































































































































































「名に高きふた夜」は八月十五夜と九月十三夜である。 「秋を待つ」と地名「松が浦島」に言い掛けている 「松が浦島」は、陸奥歌枕。現在の宮城県の松島。本歌の「あま」は海人 尼を掛詞にしている。番歌
44





俊成は、永万二年の『中宮亮重家朝臣家 合』で「歌のさま」を判 に多用しているが、そこでは肯定的な使い方で、歌の全体的な姿の意で使っている。本 合でも廿九番判詞
猶歌のさまよろしとて、勝とすべきよし

































・内・伊・神一・神二・青） 、こたい るさまには（宮一 鳳・宮二・桑・宮三・高
侍れとも
―はんへれとも（神二・青） 、侍れと（宮



































































13 ???　?????????　????（?）?   
○月もてよする志賀のさゞ浪
月を映した湖面のさざ波が、月を岸に運
んで来るように見える様子をいう。この表現は、右にあげた有房歌との類似が歴然としてい 。【補説】①番歌の見所につ ては、新大系「本歌の「舟」 「あとの
45


























































































































































































が、 「にほてる」は月の光とともに詠まれ こ が多い。しかし、日中と考える方がよい場合もあり、 また螢の光とともに詠まれる場合もある。光源に重心があるのではなく、鳰
の海が何らかの光を反射して匂うよう

















































ちなみに、山王七社の本地仏は、大宮（大比叡） 釈迦如来、二宮（小比叡）は薬師如来、聖真子は阿弥陀如来、八王子は千手観世音菩薩、客人は十一面観世音菩薩 十禅師は地蔵菩薩、三宮は普賢菩薩 されている。後の歌であるが、
日吉山七ます神の跡たれてく らぬかげは世をてらすらん（ 「ひよし山、近江弘安日吉一品経歌」大宰権帥経任卿夫木和歌抄雑二八九三六）












































・神一・神二・青）以左為勝（宮一・鳳・宮二・桑・宮三・名）また左を為勝（高）【他出】又たぐひ嵐の山のふも でらすぎ いほりにありあけ 月
51
（ 「建仁元年八月十五夜歌合に古寺残月と へることを」皇太后宮大夫俊成玉葉集秋下七一八） ・夫木和歌抄一六四二八（ 「ふもと寺、山城建仁元年八月十五夜月十首歌合、古寺月」 ・雲葉集六〇二 「建仁三年八月十五夜月十首歌合に、古寺残月」 ） 題林愚抄四一八一 歌枕名寄六九五
からさきや秋のこよひをながむればてる月なみに浦風ぞ吹く（ 「建
52













































































































































































すぐに消えてしまう航跡は無常の比喩、行方定めぬ不安の表象として定着し、 「風」とともに、恋歌にも詠まれ 新古今時代には「跡なき波」という詞も生まれ いる。
それもなほ風のしるべはあるものを跡なき波の舟のかよひぢ（秋篠月
清集五五一南海漁夫百首）



































































































































































































































この歌は、弥勒菩薩が世に現われ 暁を待 間 弘法大師は苔の下で入定されていることだ、という意味であ 「有明の月」 弘法大師の譬喩である。因みに
長き夜に朝日待つまの心にぞ高野の奥に有明の月（ 「仏寺」秋篠月清
集一八六）

















めて用いられたとみる。時は過ぎゆくもので、残らぬものであるが、 「残る光陰」というもの 、この下句の「高野の山の有明の月」がそうであろうか、と言ってい いうことになる。しかし、この解では、歌枕「高野」の必然性がわからないと 難があるので、先 案に たがって現代語訳した。○
高野の山
高野は紀伊国歌枕。弘仁七年八一六、弘法大師空海が開山

























た点は、詞足らずだが、 「鐘 ひゞき」 入方 空」とあるのがよくわからないと言っているのだろう。つまり朝方に没する月だとすれば、残月
‐76‐
23 ???　?????????　????（?）?   
にならないし、夜更けだとすれば、これも「残月」の心にあわないという意味かと思われる。左方は、証を出して「暁月」でも「残月」だと弁解したのだが、この理詰めの応酬に対して、俊成は、 「歌 さま」を優先させて判断したのであった。判詞が番歌には全く触れるところがな
58
































































































25 ???　?????????　????（?）?   
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